
日

蓮

の

法

華

経

観

―
道
元
と
の
比
較
―

三

輪

是

法

鎌
倉
仏
教
の
祖
師
の
中
で
、
日
蓮
と
道
元
は
、
特

に
法
華
経
に
よ
っ

て
そ
の
教
学
的
基
盤
を
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

日
蓮

は
も

と
よ

り
、
曹
洞
禅
の
開
祖
で
あ
る
道

元
も

そ

の
法
華
経
の
引
用
の
多
さ
か

ら
、
自
身
の
思
想
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。

道
元

の
法
華
経
観
に
つ
い
て
、
日
蓮
教
学
的
見
地
か
ら
疑
問
点
を
設

定
す
る
と
、
「道
元
は
果
た
し
て
文

中

に

『
法
華
経
』
と
い
う
題
目
を

意
識
し
て
引
用
し
て
い
た
か
ど
う
か
」
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
り
、

結
果
、
道
元
が
述
べ
る

「法
華
経
」
に
関
す
る
名
称
は
、
経
文
引
用
の

出
典
名
と
し
て
、

つ
ま
り
法
華
経

の
題
目
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
は
数
例
で
、
多
く
の
場
合
、
法
華
経
の
主
要

的
思

想

で
あ
る

「
一

仏
乗
」
.
「諸
法
実
相
」
・
「
釈
迦
仏
」
=
「如
来
」
と
等
位

に
解
釈
し

て
い
る
特
殊
な
場
合
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
法
華
経
の
題
目
に
法
華

経
の
思
想
的
内
容
を
持
た
せ
て
引
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
蓮
の
よ

う
に
題
目
を
重
視
し
、
題
目
が
法
華
経
の
名

・
体

・
宗

・
用

・
教
す
べ

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

て
を
包
摂
し
て
い
る
と
説
く
立
場
と
、
類
似

し
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
道
元
的
見
地
を
設
定
し
、
そ
こ
か
ら
日
蓮
の
法
華

経
観

の
特
徴
を
確
認
し
て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
法
華
経
の
何
を
中
心
思

想
と
見
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ

る
。
『
正
法
眼
蔵
』
「法
華
転
法
華
」

「
阿
羅
漢
」
「諸
法
実
相
」
「授
記
」
等
の
巻
を

一
瞥

す

る
と
、
道
元
が

法
華
経
の
教
説
の
中
で
何
を
重
視
し
て
い
た
か
が
理
解
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
「教
菩
薩
法
」
・
「開
示
悟
入
」
,
「
一仏
乗
」
・
「諸
法
実
相
」
・
「授

記
」
と
い
っ
た
法
華
経
の
行
心
思
想
で
あ
り
、

先
に
述
べ
た
題
目
に
よ

っ
て
顕
さ
れ
て
い
る
も
の
と
通
じ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は

「法
華
転

法
華
」
中
、
「
こ
れ
は
妙
法
蓮
華
経
と
も
な
つ
く
」
と

い
う
題
目
の
付

随
性
を
説
く
部
分
か
ら
、
道
元
が
法
華
経
の
教
説
そ
れ
自
体
に
重
点
を

置
い
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お

き
た

い

こ
と

は
、
道
元
の
法
華
経
観

が
、
「過

・
現

・
当
来
箇
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
」

(春
秋
社
『道
元
禅
師
全
集
』

第

一
巻
四
六

一
頁

『正
法
眼
蔵
』
「諸
法
実
相
」)
と

説

く

よ
う

に
、
常

に
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日
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経
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(三

輪
)

「今
」
と
い
う
時
間
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
普
遍
的
現

実
観
は

『
正
法
眼
蔵
』
「授
記
」
に
、
法
華
経

中

の

「如
来
滅
度
後
」

と
い
う
時
間
規
定
に
つ
い
て
、
三
世
に
渡
る
自
己
実
現
の

「今
」
を
中

心
に
し

て
説
い
て
い
る
と
す
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

道
元

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
法
華
経

の
主
要
思
想
に
つ
い
て
、
日
蓮
も

同
様

に
認
め
て
お
り
、
「
一
乗
」
・
「授
記

(二
乗
作
仏
)
」
・
「開
示
悟
人
」

「本
行
菩
薩
道
」
「諸
法
実
相
」
と
い
っ
た
思
想
か
ら
法
華
経
の
超
勝
性

を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
日
蓮

に
は
自
ら
の
体
験
を
通
し
て
認
識
し
た

教
説
が
あ
り
、

「難
信
難
解
」
・
「久
遠
実
成
」
・
「付
属
」
等
は
、

道
元

と

一
線

を
画
す
る
日
蓮
独
自
の
法
華
経
観
と
い
え
る
。
畢
竟
日
蓮
の
法

華
経
観

は
、
様
々
な
法
華
思
想
を
統
括
す
る
形
で
、
本
門

・
題
目
に
極

ま
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
日
蓮
が
説
く
法
華
経
教
説
に
関
す
る
時
間
に
つ
い
て
着
目
す

る
と
、
『法
華
取
要
抄
』
(昭
和
定
本
八

一
三
頁
)
に
は

「
問
て
曰
く
法
華

経
は
誰

人
の
為
に
之
を
説
く
や
。
答

て
曰
く
方
便
品
よ
り
人
記
品
に
至

ま
で
の
八
品
に
二
意
有
り
。
上
よ
り
下
に
向
て
次
第
に
之
を
読
め
ば
、

第

一
は
菩
薩
第
二
は
二
乗
第
三
は
凡
夫
な
り
。
安
楽
行
よ
り
勧
持

・
提

婆

・
宝
塔

・
法
師
と
逆
次
に
読
め
ば
滅
後
の
衆
生
を
以
て
本
と
為
す
」

(原
漢
文
)
と
、
授
記
を
受
け
る
順
位
に
つ
い
て
、
法

華
経

の
教
説

通

り
、

つ
ま
り
法
華
経

の
時
間
に
従
う
菩
薩

中

心

の
順
位

と
、
逆
次
の

「
滅
後

の
衆
生
」
を
中
心
に
し
た
順
位
の
二
意
あ
る
こ
と
を
説
示
し
て

お
り
、
日
蓮

の
法
華
経
教
説
に
関
す
る
時
間
規
定
が
、
仏
在
世
か
ら
滅

後
に
向
か
う
歴
史
的
時
間
と
、
仏
滅
後
か
ら
在
世

へ
と
流
れ
る
救
済
的

時
間
の
二
方
向
あ
る
こ
と

を
認
識

で
き

る
。
特
に
後
者
の
場
合
は
、

『種
種
御
振
舞
御
書
』
(昭
和
定
本
九
七

一
)
に

「在
世
は
今
に
あ
り
、
今

は
在
世
な
り
。
法
華
経
の
肝
心
は
諸
法
実
相
と
と
か
れ
て
本
末
究
竟
等

と
の
べ
ら
れ
て
候
は
是
也
。
」
と
説
く
よ
う
に
、
経
文
に
説
か
れ

る
時

間
を
、
日
蓮
自
身
が
存
在
す
る
時
間
と
同
時

に
見
る
こ
と
の
前
提
と
な

る
時
間
規
定
な
の
で
あ
る
。

日
蓮
と
道
元
の
法
華
経
観
を
比
肩
し

て
解

る

こ
と
は
、
そ
の
違
い

が
、
ひ
と
つ
に
法
華
経
の
教
説
を
認
識
す
る
時
間
軸
の
設
定
に
あ
る
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
道
元
の
時
間
が
、
常
に
自
身
を
も
包
含

し
た
自
己
が
存
在
す
る
、
「今
」
と
い
う
時
間

に
立
脚

し

て
法
華
経
を

観
る
、
「刹
那
の
時
間
」
で
あ
る
の

に
対

し
、

日
蓮
は
法
華
経
の
時
に

準
じ
て
観
な
が
ら
も
、
「
久
遠
実
成
」
「付
属
」
を
中
心

に
、
滅
後

(本

門
)
か
ら
在
世

(　
門
)
へ
と
い
う
衆
生
救
済

を
現
実
と
し
て
観
る
「円

環
の
時
間
」
な
の
で
あ
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

法
華
思
想
、
刹
那
の
時
間
、
円
環
の
時
間

(日
蓮
教
学
研
究
所
研
究
員
)
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